
   ヘ ル ダ ー リ ンの'Wie wenn am Feiertage…'

   に 現 れ る デ ィ オ ニ ュ ソ ス の 形 象 を め ぐ っ て

                       兵  頭  俊  樹

              は じ め に

 テーバイの王カ ドモスの娘セメレ―は,ゼ ウスに愛されて子を孕んだが,嫉 妬

ぶかいへ一ラーの言葉に惑わ されて,ゼ ウスに神 として真の姿を現わすよう懇願

する。やむな くゼウスが稲妻 と雷鳴とともにや ってきて雷露を放つや,神 ならぬ

身のセメレーは撃たれて焼け死ぬ。その胎からゼウスによって取 りあげられた月

足らずの嬰児は,生 長してディオニュソスと呼ばれることになる。

 古来より詩人によって しばしば語 られたディオニュソス誕生の神話を,ヘ ルダ

ーリンもまた讃歌 鳴Wie wenn am Feiertage…'の なかで歌っている。

  詩人たちが語るには,セ メレーが

  神の赤裸々な姿を見たいと懇願した時,

  神の雷霊はその館に落ち,

  神に撃たれた女は 雷雨の果実

  聖なるバ ッコスを生んだという    (V.50ff.)1)

 ディオニ―3ソス誕生の経緯はエウリピデスの悲劇 『バ ッコスの信女』で も語ら

れてお り,ヘ ルダーリンがこの悲劇の冒頭部を訳した後,す ぐ続けて`Wie

wenn a皿Feiertage…'の 散文稿を書き記していることから,こ の讃歌は 「バ

ッコスの信女』を一つの契機 として生まれたと推測されている。2)`Wie wenn

am Feiertage…'に おいてディオニュソス(バ ッコス)が はっきり名指 され,こ

の神への明 らかな言及がなされるのは上に引用した箇所のみであるが,デ ィオニ

ュソスを連想させる詩句 ・形象はこの讃歌のここかしこに見出される。その様 々

な現れを先ず自然 と歴史という二つの位相から捉え,デ ィオニュソスの誕生に比

せ られる詩歌の生成の問題を考察 して,こ の讃歌の根底にあるディオニュソスの
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姿 を明 らか にしたい。

                 1

 夏 が 終わ りに向かい,葡 萄の木が結実 を準 備 し始 め る頃,昼 間 の暑気をは らむ

大気 が雷雲 を呼び,夜 す が ら嵐が 田園 を襲 う。混沌 か ら一夜 あけた世界 は,な お

遠 くに雷鳴の響 きを残 しつつ も,蘇 生 した草木 が穏 やか な陽 の光 を浴びて輝 いて

い る。 大略 このよ うな田園風景を描写す る第1連 は,wie wemで 始 ま り延々13

行 に 及ぶ副文ではあ るが,そ れ自体一 つの完結 した世界 を形成 して いる。それ は

単 な る情景 描写ではない。河流,大 地,天,雨,太 陽,木 々など,こ の連の名詞

はいわば基 本語彙 に属 す るが,た だ 「葡 萄樹 」("Weinstok"v.8)の み は,

Szondiも 指 摘す るよ うに趣 きを異 にす る。3)こ の連の漸増 的に高まる詩句の緊張

は この語 にお いて頂点 に達す る。第2連 半 ばで漸 く呈示 され る詩 人,慈 雨の嵐 の

直中 に立 ち,い ま晴天の下に停む詩人 は, 「農 夫」(v.2)に で はな く,自 然草木

に,な かんず くこの 「葡萄樹 」 と 「杜 の木 々」(玩9)に 比 せ られて いる。4)デ ィ

オニ ュソス を 「雷雨の果 実」("Die Frucht des Gewitters")と 表 現す る先 の

引用詩句 に続 いて,第7連 が 「それによ り い ま地の子 らは 危 険 に身を晒す こ

とな く天の 火を飲む」 と始 まる時,雷 霊 によ って生 まれ たデ ィオニ ュソスは何 よ

り もまず葡萄酒の神 としてヘル ダー リンの念頭 にあ る。 また,第5連 で は詩歌=

葡 萄酒 とい う表象の もとに 「天地の間を… …駆 けめ ぐる嵐か ら … 詩歌が生 い育

つ」 と述べ られ,そ れが散文稿において 「葡萄 の蔓(Rebe)の よ うに大地か ら生

い育 った詩歌 」5)と 表 現 されて いたの も,葡 萄 酒の神 デ ィオニ ュソスの誕生 神話

を 示唆 して い る。 この よ うなコンテキス トを考 慮す るな ら,ヘ ル ダー リンはすで

に第1連 で,,Weinstok"を デ ィオニ ュソスのAttributと してい るの では な いか

と思 われ る。 『バ ッコスの信女』のヘル ダー リンの訳 語はその傍証 となろ う。

  Ich lobe doch den heilgen Kadmos, der im Feld hier

  Gepflanzt der Tochter Feigenbaum. Den hab ich rund

  Umgeben mit des Weinstoks Traubenduft und Gr�, s)

 デ ィオニ ュソス によ って語 られ るプ ロローグの うちヘル ダー リンが訳 したの は

最 初の24行 のみであ る。そ こか らここに引用 した3行 の詩句 と類似 ・共 通す る讃

歌第1連 の語彙 として"Feld"(v.1),"gr�t"(統6),"Weinstok"(v.8)
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を挙 げ ることがで き る。 さ らに,"die B舫皿e des Haines"(v.g)は 誤 訳 さ

・れた"Feigenbaum"と の 繋 りを連想 させ る。7)手 稿 から窺われ る讃歌成立の経

緯 とこのよ うな詩句 の類似性 に加えて,悲 劇 と讃歌 の冒頭部 における背景の近似

も示 唆的であ る。悲劇 のプ ロ ロー グで,小 ア ジアか ら故国 テーバ イに帰 ったデ ィ

オニ ュソスは,廃 壇 とな った館 を眺めて雷霊に撃 たれた母 を偲 び,一 ヘル ダー

リンの訳 によれば 一 形見 の無 花果の木 のまわ りを葡 萄の緑す る葉 と芳 香を放 つ

房の実で覆 つた と語 る。讃歌第1連 は,激 しい雷 雨の後 に緑す る大地 を,雨 滴 し

たた る葡萄樹 を,陽 を浴 びて輝 く杜の木 々を描写す る。雷 雨の混沌 と葡 萄樹 の蘇

生。ヘル ダー リンは神話 の根 源 にまで湖 り,神 話を 自然の位 相に転写 して,表 象

可能な世界 と して提示 して い るのだ といえないだろ うか。8)大 地 を激 しく照 りつ

ける太陽 と豊 かな恵み を もた らす雨 により,草 木 は生 い育 つのであ り,ふ し くれ

だ った蔓 に葡 萄の房 は垂 れ,葡 萄酒 は造 りだ され る。セメ レーによ るデ ィオニ ュ

ソス誕生の神話 が内包す るこの よ うな意味 は,ヘ ル ダーリンが参照 した可能性が

ある と考 え られて いるヘデ リッヒの神話辞典にお いて も言 及 されてい る。

  So gehen andere mit ihren Gedanken auf die Natur, und deuten

  also die Semele auf den Weinstock, den Jupiter auf die W舐me,

  die zum Wachsthume des Weins erfordert wird, sein[des Dionysos]

  Erziehen von den Nymphen, weil ein Weinstock seine Feuchtigkeit

  haben will.9)

 これ らの ことか ら,第1連 の"Weinstok"は,讃 歌 の後 半で葡萄酒 と同一視 さ

れ るデ ィオニ ュソスに関連す る形 象 と考 えて差 しつか えな いだ ろう。そ して,デ

ィオニ ュソスが葡 萄樹 の,よ り広 い意 味で植物 の枯死 と蘇 生を体現す る神であ る

ことを考 慮す るな ら,第1連 で 描写 され る雷雨 の後 の自然 の蘇生 は,デ ィオニ ュ

ソス誕生 神話を示 唆す る と同 時に,自 然 の蘇生 を体現するデ ィオニ ュソスの顕現

その もの ともみ なされ るので あ る。10)「年 の折 々に自然は眠 って いるかにみえる」

(咀4),「 自然 が いま干文 の響 きとともに目覚 めた」(v.23)と ヘ ル ダー リン

が語 る時,そ こには夏の暑 さに萎 え,冬 の寒 さに枯死す るか に見 えて も再 び生気

を取 り戻す植物界 が先ず想定 されて いる。猛 り狂 う雷雨によ り促 され るその蘇生

を,自 然の 「聖 な る混沌 か ら」(。aus heiligem Chaos"v-25)生 ま れ る

,,Begeisterung"(v.26)と して描 く第1連 は,や がて 「雷雨 の果実」 と表現 さ
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れ るディオ ニュソスを 自然の位相において形象化 して いる といえ るだ ろう。

                  1

  「自然が いま干父の響 きとともに 目覚 め た」 とい う詩句 によ り,我 々は別の視

点 に移 らねば な らな い。"Waffenklang"は 轟 く雷 鳴 の比 喩 とも解 され るが,む

しろ字義 どお りの意味で用 い られてい ると考 え られ るか らで あ る。 この讃歌が書

かれ たの は1799年 の 終わ りか ら1800年 半 ば頃の間 であ る と推 測 され る。11)フ ラ ン

ス革命が勃発 して10年,ヨ ー ロッパ世界 にはナ ポ レオ ンの時代 が始 ま ろうと して

お り,ヘ ル ダー リンの故国 ヴュルテ ンベル クの 内部 には共和 国樹立へ の期待が生

じて いた。 このような当時の時代状況を示唆す るのは"Waffenklang"だ けで は

な い。 「世界 の諸 々の行為」("den Thaten der Welt"o.30)は, 『詩 人 の天

職』で より詳 しく,,ihr ruhelosen Thaten in weiter Welt!・d2)と 述 べ られ

る もの と同 じであ り,当 時 ヨーロ ッパを舞台 に繰 り広 げ られた政治 的事件 ・歴史

的行為 を意 味 して いよ う。 さ らに 一 おそ らくこの 「世界 の行為」に関連 して ―

 「雄大 な企 図を抱 く男の 目に娼が燃え るよ うに」(v.28f.)と い う詩句 は 一 散

文稿 ではさ らに詳 しく"Und wie des Helden Auge siegverk�dend, von

m臘htigen Gedanken entz�det"13)と 表 現 されて い る 一 ナポ レオ ンを暗示

して いるのではないか と思われ る。 この讃歌で,激 動す る時代 との関係 を最 もは

っき り示 して いるのは 「諸 々の民の間を … 駆 けめ ぐる嵐」(,,andem[Wet-

tem]/Die…/Hinwandeln…unter den V�kem"v-39 ff.)で あ ろ う。ヘル

ダー リンはかつて弟宛 ての書簡の なかで,1796年6月 に ライン河を越 えた フラン

ス軍 の進攻 を 「共和主義者 の巨歩」 と述べ た ことが ある。そ して,専 制主 義諸 国

家 に対 す るその戦 いを 「仮借 なき嵐」("ein unerbittlich Do皿erwetter")に

喩え,二 千年昔のペルシア帝国 に対する古代 ギ リシア諸 ポ リスの反撃 を 「ギ リシア

人の雷雰 」("den griechischen Donnerkeulen")と 表 現 して,両 者 の共通性を

示 唆 してい る。 この書 簡にみ られ る比喩 と同 じ意味 にお いて,讃 歌第5連 で描写

され る嵐 「時の深 みの中で徐 々に 準 備 され 兆 を増 し 明 らか とな って,天

地の間を 諸 々の民の間を駆 けめ ぐる嵐 」は理解 され る。 その嵐 は"des ge-

meinsaエnen Geistes Gedanken"で あ るとヘル ダー リンは言 う。14)「昼 間の太陽 と

熱を帯 びた大地」(v.38)が 暑 気 を生 じ,不 安定 な大 気が雷 雲を呼んで,遠 い雷

鳴がやがて天地の間 に嵐を惹 き起 こす よ うに,萌 芽 した思想 は,時 の熟すのを待

 って行為を生 み,革 命の嵐 とな って諸 国家 に波及す る。 ヘルダー リンが嵐 として
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表現 す る,,des gemeinsa皿en Geistes Gedanken"は このような時代の共和主

義思 想 として把握す るこ とも可能 であ る。15)

 た だ,我 々 は もっと広 い視野 でその根底 にある精神を捉え るべ きか もしれない。

リュネ ヴィルの和議 が成立 しよ うとしてい る1801年 初 頭,ヘ ル ダー リンは弟宛て

の書 簡の―中で"Ge皿e血geist"に 関 連 して,平 和が もた らす喜びを次 のよ うに述

べて いる。

  ・… なん らかの体制,な ん らかの主義主張 が勝利 を収め るとい うことで はな

  く 一 私 にはそれが平和 の最 も貴 い賜物 である とは思 えない 一 あ らゆる姿

  を とつて現 れ る利 己主 義が愛 と寛容の聖な る支 配の もとに屈服 させ られる と

  い う こと ・―-・16)

 "des gemeinsamen Geistes Gedanken"の 根 底 にあるGeistは 新 しい共 同

体の核 とな るべ きこのよ うな精神で ある。それは,個 我 を融解 して万人 を生気 に

満 ちた共 同体 の形成へ と促 し,そ こに充 ちわた るべ き神 の息 吹で ある ともいえよ

う。 さ らに具象化 され ると,そ の精神,神 の息吹は,神 その もの として表現 され

る。共 同体 を打 ち建て る神,ま たその共同体の神 となるべ き神をヘル ダ― リンは

『シコ-トゥッ トガル ト』で描 いて いる。

  Eins nur gilt f� den Tag, das Vaterland, und des Opfers

     Festlicher Flamme wirft jeder sein Eigenes zu.

  Darum kr舅zt der gemeinsame Gott ums舫selnd das Haar uns,

     Und den eigenen Sinn schmelzet, wie Perlen, der Wein. n)

 ,,der gemeinsame Gott``は,こ の エ レギーの いたるところ に形 象 を現わす

デ ィオニ ュソス に他 な らな い。 ヘルダー リンは しば しばGeistをGottと 言 い 換

え るが,そ れ は表象 の仕方 の違 いに過 ぎないともいえる。 「唯一者』 の手稿 には

"Ge皿eingeist Bacchus"18)と い う表現が見 られ,『 バ ッコスの信女 』 冒頭 の

ヘル ダー リン訳で はデ ィオニュ ソスを指す8d`μ ω レが,, ein Geist"と 訳 されて

い る。 これ らの ことか ら,讃 歌第5連 に現 れる,,der gemeinsame Geist"は,

第6連 で名を もって呼ば れ るデ ィオニュ ソスと関連 づけ られ て しば しば論 じられ

て いるので ある。
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 「世界 の行 為」, 「諸 々の民 の間 を駆 けあ ぐる嵐 」 とな って波及す る共和 主義

思想 の根底 にあ る精神,politischと い うよりはむ しろreligi�な 意 味で の新 し

い共 同体の神,な い しはその共 同体 に充 ちわた るべ き神 の息吹 き としての"der

geme血sa皿e Geist"が デ ィオニ ュソスの形象 とな って いる ことを,我 々はヘル

ダー リンの詩の中で この神 が初 めて名指 され るオ ーデ`An unsre groβen Dich-

ter'を 考 察す ることによってよ り明 らか にしたい。

     我 々 の偉大な詩人 たちに

  ガ ン ジスの岸 辺は喜 びの神 の勝利 を聞いた,

  イ ンダス河か ら若 いバ ッコスが

  聖 な る葡萄酒で諸々の民を席捲 し

  眠 りか ら覚ま しつつや って来 た時。

  詩 人 よ,君 たち もまた,今 なお眠 る者 らを

  眠 りか ら覚 ませ!法 を与えよ,我 々に

  生 を与 えよ,英 雄よ,勝 利せよ/バ ッコスの如 く

  席 捲 す る権限を持つのは君 たちのみ。

 葡 萄酒で諸 々の民 を眠 りか ら覚 ます喜びの神 デ ィオニ ュソスの姿 は,こ の神 が

各地 に葡萄 の栽培を伝え たという神話に基づ くが,そ の イ ン ド遠征 謳は ア レクサ

ン ドロス大王の東征 と結びつ いて生 じた もので ある。19)ア レクサ ン ドロスの姿が

ヘルダー リンの念頭 にあったか どうかは ともか くとして,こ のオーデが書かれ た

1798年 は,時 あたか もナポ レオ ンが北 イタ リアを席 捲 して間 もな い頃であ り,

�Triumpf",�allerobernd",�V�ker",�Geseze",�siegt",�Hero-

en","Eroberung","Recht"な ど政治的色彩の濃い一連 の詩句は当時の時代

状況 を反 映 していよ う。時代 との アクチ ュアル な関係 においてヘル ダー リンが神

話 か ら呼び出すデ ィオニュソスは,諸 々の民を席 捲す る勝利者 ではあ って も決 し

て 圧制 者で はない。20)法 を与 え,新 たな生 を授 け る 「喜 びの神」であ る。 その原

像 は 「バ ッコスの信 女」 に も窺え る。鳴 り響 く笛 ・太鼓 にあわせ舞 い踊 る信女 の

群 れを引き連れて,小 ア ジアー帯を席捲 し,秘 儀 を伝え,各 地 に信 徒集団を形成

す るデ ィオ ニュソス ― その様子 はヘル ダー リンの訳 出箇所 で も述べ られて いる。
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版図 を拡大 して諸民族 を従わ しめ,狂 乱 と陶酔の うちに喜 びを もたらすデ ィオニ

ュ ソスを,ヘ ル ダー リンのオ ーデの背景 をなす フ ランス革 命 とそれに続 く時代 の

中に捉 えるな らば,詩 人 たちが範 とすべ き この神 は,人 々を封建制 の馳 か ら解 放

し,法 を与 え新 たな共 同体を形成す る神,人 間精神 の蘇生 を促す新 しい時代 の

"derkommendeGott"21)と み なす ことがで きるだ ろ う。

デ ィオニ ュン スは,ほ とん ど名指 される ことな く多 くの場合暗示的形象 として,

ヘ ルダー リンの詩 に しば しば姿 を現わす。 それ は,Baeumerが 指 摘するように,2)

ヘ ル ダ-リ ンが デ ィオニ ュソスに関す る トポスを,革 命志 向 を持つ友人お よび同

時代 人に向 けた政治 的ア ピールの隠れ簑 として用 いているか らで もあ ろう。 この

よ うな観点か ら,い ま我 々が見 たtAnunsregroβenDichter'に お けるディオ

ニ ュソスの姿がWiewennamFeiertage…'に も受 け継 がれて いると考え る

な ら,,,dergemeinsameGeist"を デ ィオニ ュソスの形 象 とみな し得 ることが

理解 されよ う。思 えば,デ ィオニ ュソスに率い られ,聖 な る狂気 と陶酔の うちに

歓喜 と蘇生を体験す る信徒 の群 れ は,ペ ンテウスや リュクル ゴスの物語が名残を

留め るように,既 存 の支配体制 か ら抵抗 と迫害 を受 けなが ら拡が って いった。 そ

れは,旧 秩序 との衝突を経て伝 播す る新興宗教 とも,疲 幣 した時代を打開 して解

放 と蘇生を求 め る人間精神 の革新運動 ともみなす ことがで き るだ ろ う。 フ ランス

革命 もまた旧体制 との衝突 を経 てその波紋 を拡 げて いった。 イタ リアに,ス イス

に樹立 され た共和 国,ヴ ュルテ ンベル クで も夢 見 られた共和 国はまさに新 しい共

同体で ある と言 えよ う。 その現実の あるいは未来 の共同体 をヘルダー リンは太古

の共同体 と重 ね合わせて いた。 それ を形成 し主 宰す るのが"dergemeinsame

Geist"で あ りデ ィオ ニ ュソス なのであ る。

先 に我 々は 自然の位相 か ら 「雷雨の果実」 としてのデ ィオニュ ソスを見 た。 こ

の讃歌で表現 され る嵐 は,自 然現象 としての嵐ばか りでな く,「 干父 の響 き とと

もに」 「諸 々の民の 間を駆 けめ ぐる」時代の嵐を も意味 してお り,歴 史の位相か

らも 「雷雨 の果 実」 であ るデ ィオニュソスを捉え ることが で きる。 それ は,時 代

の嵐 時代 の 「聖 な る混沌」か ら生 まれる,,Begeisterung"で あ り,人 間精神 の

蘇生を促す"dergemeinsameGeist"で あ るといえよう。

廻

ヘル ダー リンに とって 自然 と歴 史は神性 の顕現す る領域 であ る。至高神 は捉 え

難 いが,そ の聖 な る反映 は地上 において自然 と歴史 に見出 され る。 デ ィオニュ ソ
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スの形象に関 して,ま た幾つかの類似する表現によって,そ して何よりも詩人は

何をすべきか という問題について我々の讃歌に深 く関わ るオ―デ 『詩人の天職』

では,泉 ・岸辺 ・杜などのいわゆる自然と,世 界 に繰 り広 げられる行為の場とし

ての歴史が,と もに至高神の神性が顕現する領域としてパ ラレルな関係に位置づ

けられている。この自然 と歴史をヘルダー リンは`Wie wenn am Feiertage―・・'

のなかでむ しろ包括的に表現 しようとする。例えば"die Natur ist jezt mit

Waffenklang erwacht"と いう詩句は,慈 雨をもたらす雷鳴の轟で自然草木が蘇

えるということを意味するばかりでな く,フ ランス革命に端を発する干父の響 き

をともなって時代が,"Geschichtsnatur"23)が 目覚めることを も表現 している。

それは 「草木のあいだで 諸々の民のあいだで」眠って いるかにみえる"Natur"

の目覚めであり,こ こで"Natur"と は,い わゆる自然 と歴史が一元化されたも

のであって 自然-歴 史の根底にある原初的なものといえるか もしれない。 この自

然 一歴史 という地上の領域において神性が最 も明 らかな形を とって 現れ るの が

「大気のなかを」(v.39)そ して 「諸々の民のあいだを」(v.42)吹 き荒れる自

然=歴 史の嵐なのである。鋤

 さて,讃 歌第5連 の終わり以降 この外界の嵐は詩人の魂の内部で惹起する嵐

へと移り変わってゆく。25)捉え難い至高神の反映が,地 上において自然現象とし

て或いはまた歴史事象 として現れる時,詩 人の魂はいちはや くその神性に感応す

る。第1連 の雷雨の後の自然描写に続いて第2連 の初めで 「そのように詩人たち

もまた慈雨の嵐が過ぎた晴天のもとに停む」と語 られ るの も,ま た第4連 で 「兆

に,世 界の行為に触れて 詩人の魂に娼が点ぜ られる」と述べ られるのも,外 界

の神性に詩人の魂が共鳴することを示 している。それゆえ,自 然 と時代に神性が

欠如 しているかにみえる時,す なわち 「Naturが 年の折々に 天で 草木のあい

だで 諸々の民のあいだで眠っているかにみえる時,詩 人の顔 も悲しみに曇る」

が,"Natur"が 目覚める時,詩 人の魂は神性の息吹きに再び生動を始める。そ

れは嵐の中で不意に稲妻に撃たれる状態に似ている。外界の嵐は詩人の魂の内部

に嵐を誘発 し,神 性に撃たれたその魂は震捻 して詩歌を生む。ヘルダーリンは詩

人 としての己が姿をセメ レーと重ね合わせているのである。ゼウスの真の姿を見

たいと望み,雷 霊に撃たれたセメレーがディオニュソスを生んだように,神 を尋

ねる詩人は神に撃たれて詩歌を生み出す。 この讃歌が外界の嵐を詩人の魂の内部

に移すに及んで, 「雷雨の果実」であるデ ィオニュソスは詩歌と同一視されるこ

とになる。以下,我 々は詩歌としてのディオニュソスについて考察する。
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 詩人が天来の霊感によって詩作することは古来か ら知 られている。それをムー

サに帰することはホメロス以来の伝統的観念であった。プラトンはムーサによっ

て授けられ る神がか りと狂気について,「 この狂気 は,柔 かく汚れなき魂をとら

えては,こ れをよびさまし熱狂せ しめ,拝 情のうたをはじめ,そ の他の詩の中に

その激情を詠ましめる」%)と 言い,「 ちょうどバ ッコスの信女たちが,河 から蜜

や乳を汲みあげるのは,神 がかりにかかることによってであって,正 気のままで

いたのではそうできないのと同じように,叙 情詩人たちの魂もまた,神 がかりに

かかることによって」幼 詩作すると述べている。ホラティウスは自らの詩的霊感

をディオニュソスに帰す る。 「いず こへ,バ ッコス神よ,お ん身(が 霊力)に 満

ちたわたしを将 し行 こうとするのか?」za)「 バ ッコスをわたしは見た,遠 い岩山

にありて讃歌を教えているのを ・… エウオイ/わ が心はなおなまなましい驚愕に

戦き,胸 中はバ ッコス(の 霊)に 溢れて千々に乱れつつも翻窺ぶ。」鋤 詩人の霊

感 の由来 を ムーサに求 め るに しろ,デ ィオ ニュソスに求め るにしろ,詩 人の魂 に

生起す るこれ らの現 象は本質 的に同一 の もので あ り,デ ィオニ ュソスの信徒 に見

られ る狂乱 と陶酔 に似 る。 ヘル ダー リンの魂 もこの デ ィオニ ュソスの気圏 に曝 さ

れ たのであ り,`Wie wem I皿Feiertage…`は そ の有 様 を視 覚 化 している。

す なわち,詩 人 は 「神 の嵐の なかに」("unter Gottes Gewittem"v.56)停 み,

そ の魂 は 「聖な る閃光 に よって」("von he童lgem Stral"v.47)娼 を 点 され るの

であ る。 この讃歌 にお いて,魂 の嵐である詩的霊感 はムーサ によ るもので もな く,

デ ィオニュ ソス によ るもので もな い。 あ るいはまたアポロ ンによ るので もない。

ヘルダ ー リンはその得 体の知 れぬ由来 を単 に,,(der)Gott",,, der V ater"と

呼 ぶ 一 あえて特定 す るな らばそれはゼウスで あろ う。そ して,父 な る神 に撃 た

れた詩 人が詩歌 を生 み出す有 様を,ゼ ウスに撃 たれ たセメ レーが ディオ ニュソス

を生 む神話 に重 ね合 わせ る。 すなわ ち,「 瞬時 に して撃たれ た詩人の魂」

("schnellbetroffen sie``v-45)は 「神 に撃 たれ た女」("die g�tlichgetroff-

ne"v.52)に,「 詩 歌 」("Der Gesang"v.49)は 「雷 雨の果実 聖 な るデ ィ

オニ ュソス」(,,Die Frucht des Gewitters, den heiligen Bacchus``v,53)

に 対比 され るのであ る。

 ヘ ル ダー リンの詩 にお いてデ ィオニ ュソスは詩人 の神で もある。例 えば,先 に

みた 「我々の偉大 な詩人 たちに』にあ って詩人 は 「バ ッコスのよ うに」云 々と述

べ ら礼 『パ ンと葡 萄酒 』では詩人は 「酒神の聖な る祭司」(,,des Weingotts
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heilige Priester・ 鋤 に喩え られ る。 この よ うにデ ィオニ ュソスが詩人 との関連

で言及 され る時,こ の神 はむ しろ詩人 に作用 を及ぼす存在 で あって,我 々の讃 歌

にみ られ るよ うに,詩 人 によって生み出 され る詩歌 その もの として表現 され るこ

とはない。 なぜ`Wie wenn am Feiertage…`に お いて ディオニュソスは詩歌

なのか。 セメ レーによるデ ィオニ3ソ ス誕生 神話 との整 合性 をヘルダー リンは考

えたのであろ う。 デ ィオ=iソ スを生むセ メ レーに,デ ィオ ニュ ソスに撃 たれ る

詩人 を対比 させるの は困難だか らであ る。 それ に して もなお我 々には詩歌 を ディ

オ ニ3ソ ス とする発想が大胆 な もの に思わ れ る。

 こ こで,エ ウ リピデスの 『バ ッコスの信女 」 と並 んで ―あるいはそれ以 上 に―

この讃歌 に大 きな影響 を及ぼ した と考 え られて いる ピンダロスの 『オ リュム ピァ

祝捷歌 」第7歌 に言 及 しなければ な らない。31)そ れ は次の よ うに始 ま る。

  Wie wenn einer eine Schale nimmt, von des Weinstockes Tau

  Innen sch舫mend, reicht sie mit beg�erter

  Hand als Geschenk

  Dem jungen Eidam, trinkt ihm zu vom

   Hause zu皿Haus,―eine goldne Schale, den k�tlichsten Schatz,

  Festmahl und neuer Versippung

   Band zu ehren‐, macht im befreundeten Kreis

  Ihn beneidet allerseits des einm�gen Ehebunds wegen

  So send ich auch Nektartrank, der Musen Geschenk, meines Geists

  S�e Frucht, den preisgekr�ten M舅nern und

  Mach mir geneigt

  Olympia‐ und Pythosieger. a2)

 家 長 が娘 婿 となる若者 に葡萄酒 を満 た した黄金 の盃 を贈 って結縁 を祝 い,こ の

若 者を皆の羨 望の的 とす るよ うに,ピ ンダ ロス は競技 の勝者 に頒歌 を捧 げて,世

人 の羨望の眼差を勝者 に向けさせ る。 その頒 歌 は 「注 がれ る聖酒 」(veazdp

xuz�,Nektartrank)に 喩 え られ, 「ム ーサイの賜物」(Moc vd v 8�t v,

der Musell Geschenk)で あ ると同時 に詩人 の 「心 の甘 美な果実」(rduauv

καρπδン9ρ εッ6ζ,meines Geists sUβe Frucht)で あ るとされ る。すなわち,
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聖酒 であ る詩 歌 は,天 来の神的 霊感 と詩人 自身の創造が相 侯 って生み出 され る も

のだ とされ る。 このよ うな意 味を込 めてヘル ダ― リンは讃 歌第6連 で詩歌を 「神

神 と人間 の巧み」("der G�ter und Menschell Werk")と 表 現 した と考 え

られ る。 そ して ここに は,先 に引用 したデ ィオニーソス誕 生 を語 る詩句がす ぐ続

くことか ら考 えて,ゼ ウス神 と人の身のセメ レーの愛 か ら生 まれたデ ィオニュ ソ

スの姿が重ね合わ せ られて い るといえ る。 この詩歌eデ ィオニュ ソスの関係 は詩

句の対応 にも現 われて いる。

  Die Frucht in Liebe geboren, der G�ter und Menschen Werk                               〔
v―48〕

  Der Gesang,[・ ・・・・・… ]                    (v.49)

  [           ]

  Die Frucht des Gewitters, den heiligen Bacchus.     (v.53

 そ して,こ のデ ィオニ ュソス誕生神話の後に第7連 が 「それによ り い ま地の

子 らは 危険 に身 を晒 す ことな く天の 火を飲む」 と続いて デ ィオニ ュソスe葡 萄

酒 の関係 を暗示 し,次 に,詩 人 は 「だ が神の嵐のなかに停 み … 詩歌に包んで天

の賜物 を民衆 に差 し出す」 と述べ られ るに及んで,葡 萄酒=詩 歌 とい う表象が明

らかな もの とな る。 ヘル ダー リンは,葡 萄酒e詩 歌のモチー フを 『オ リュムピァ

祝捷 歌』第7歌 に,デ ィオニ ュ ソス誕生神話を 『バ ッコスの信女』 に負 いつつ,

そ れ らを巧み にない交ぜ たのだ といえ るので あ り,詩 歌をデ ィオニ ュソス とす る

発想 の根 源は この辺にあ るか と思 われ る。

 こ こで,第6連 か ら第7連 をふ り返 って中心 となる形象を辿 るな ら,詩 歌(v.

45～49)-デ ィオニ ュ ソス(v.50～53)― 葡 萄酒(v.54～55)― 詩 歌(V.

56～60)と 図 式 化で きよ う。 詩歌の神で もあ り葡萄酒の神で もあるディオ ニュ

ソスをめ ぐる これ らの形象 を統べ るのは何であろ う。 「父の閃光」("Des Va-

ters Stral"v.58)を 掴 もうとす る詩人の詩歌 は 「聖 なる閃光 によ り」(,, von

heilgem Stral"v.47)生 ま れて 「天の賜物」(。die himmhsche Gaabe"V.

60)を 蔵 し,デ ィオ ニュ ソス は 「神の雷霊 」("sein Bliz"v.51)か ら生 まれ て

「聖 なるバ ッコス」("den heiligen Bacchus"v.53)と 呼 ばれ,葡 萄酒 は 「天

の 火」("himmlisches Feuer"v.54)を 湛 え る。 それ らはいずれ も地上 にあ っ

て天上 の神性 を帯 び,ま た人 々の間 に行 き渡 るもの といえ る 一 「地 の子 ら」 は
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葡 萄酒 を飲 み,「 民衆」 に詩歌 は差 し出 され,「 諸々 の民の間」を デ ィオニュ ソ

スは経巡 る。 ここで,「 詩歌 のなか には神 々の息吹 きが通 って いる」("im Lie・

de wehet ihr Geist"v.37)と い う詩句 を考 え併せ るな ら, Weingeistと い う

語 も想起 され る。33)そ して デ ィオニュソス もまたGeistと して表現 され ることを

思 い起 こすな ら,詩 歌eデ ィオニュソスe葡 萄酒 とい う表象 の核心 にあ るのは

Geist,「 天 と地の間」 を結 び 「諸 々の民 の間」 に遍 く行 き渡 るべ き"der ge-

ureinsame Geist"で あ る ことが理解 され るだ ろ う。

 詩 人 は,自 然の嵐 のなかに,ま た時代 の嵐 のなか に停 み,自 らの魂 をまた嵐 に

晒す。 そ して天の火によ り,セ メ レーが デ ィオニ ュソスを,葡 萄樹が葡 萄酒を生

み出す よ うに,詩 人 は詩歌 を生 み出す。散 文稿の言葉 を用 いれ ば,そ れは柔 らげ

られた(,,gemildert")天 の 火をGeistと して中 に湛 えて いる といえよ うか。詩

人は これを詩歌 に包んで人 々に差 し出す。 そのGeistが 人 々の間で遍 くgemein-

samな もの とな る時 にこそ,天 と地の間 に もgemeinsamなGeistの 存 在 が 感 じ

られ るのであ ろう。いまだ詩人 の思念 の裡 に しか存在 しな い共 同体,個 我が融解

されて皆が,,Ein Geist"鋤 に よ って一 つに結びつ け られ る共 同体,人 間が神 々

の息吹 きに触れ る共同体,そ の原像 をヘル ダ― リンはデ ィオニ ュソス に率 い られ

るかの信 徒の群れ に見て いたよ うに思 われ る。

              お わ り に

 `Wie wenn am Feiertage…'を 一 貫す るモチー フは稲 妻 と雷雨を ともな う

嵐であ る。 それ は,デ ィオニ ュソス誕生 神話の嵐 を核 に,な かんず く第1連 で描

かれ る自然界 の嵐 と して,ま た諸々の民の間を駆 けめ ぐるフランス革命後 の時代

の嵐 と して,そ して また詩人の魂を襲 う嵐 として いわば 多重 表現 され た 「聖 なる

混沌」で あ る。 ヘル ダー リンはそ こか ら"Begeis匡erung"が 生 じるという。す な

わ ち,聖 な る混沌か ら生 じるBegeisterungと は ― それ を我 々は陶酔 とも,陶 酔

の うちに生 じる蘇生 とも解す ることがで きよ う 一 「嵐 雨の果実」で あ るデ ィオ

ニュ ソスで あ り,嵐 によ って促 され る自然草木 の蘇 生で あ り,擾 乱を ともな って

起 こる時代 ・人間精神 の覚醒であ り,詩 人 の魂 の嵐か ら生 み 出され る詩歌 なので

ある。 植物 の蘇生を体現す る神,人 間を陶酔 の うちに蘇 生せ しめる神,葡 萄酒の

神 であ り詩 歌の神であるデ ィオニュソス,自 らが"Begeisterung"で あ っ て

"Begeisterung"を も た らし,自 らが"der gemeinsame Geist"で あ って"der

gemeinsame Geist"を もた らす デ ィオニ ュソス,そ の誕生 と顕現 を歌 うヘル ダ
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一 リ ン の こ の 讃 歌 を 我 々 は 現 代 の デ ィ テ ユ ラ ム ―ボ ス と 呼 ぶ こ と が で き る か も し れ

な い 。
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